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長長

今丸鈴加大諸畏

谷

川

戸

忠越藤木山野

敬
左

衛藤五九

喜

武久

次

勝一広郎豊 雄 郎

盛源綱
千

代定徳士
口光

正郎夫問 一 ー伝内夫 雄 蔵 一 吉義

と手足費消{ぎた {ま
}告さんのみととるを車接いた めない で一円~一一…一一'.-円…-…年に 5百万 以上の牧入が生れて、学校や道路がよくなります。

旅行白ときなども纏草は必ず今金町で買 い ま Lょう白
叫おム ..一匂…......….“.. 日点-.戸-.....‘、............. 山_.. 

. 長帯".1且品 hν ~ 

今
年
も
田
結
え

ど
き
が
や
っ
て

冨日

土

木

委

員

仁中岡 渡河松 中

木山部辺端浦野

ー
‘-

f
t
z
i
F
-
;
2
e
J
S
-
S
L
r
t
c
P
E
T
I
T
E
-
i
 

益
島

l
E
S
e
p
t
-
f
t
e
E
:
'
L
L
1
1
:
;
E
f

き
ま
し
た
。

今
農
家
で
は
ど

幾
多
目
障
害
を

の
り
こ
え
て
今

年
も
豊
特
で
あ

る
よ
う
心
か

b

祈
ら
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
a

副

産

業副

委

員

蚕

且

蚕

員

蚤

伊

我
本元 村 中藤

井

回村庫藤曽
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毎
月

一
日
は
交
通
安
全
日

毎
月
一

E
に
は
次
の
よ
う
に
サ
イ

ν
ン
を
な
ら
し
一
般
白
注
意
を
嘆

起
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

午

前

七

時

午

後

時

午

後

七

時

. 

年国

~ 

の
お

金

国
民
年
金
制
度
も
発
足
以
来

三
缶
百
を
迎
え
‘
業
務
も

suH同

化
さ
れ
で
脅
り
ま
し
た
。
己
白

間
当
町
に
お
い
て
も
母
子
年
金

の
受
給
者
が
二
名
居
り
、
文
昨

年
は
保
険
料
積
立
金
よ
り
の
還

元
福
資
と
し
て
間
保
病
院
の
宵

械
の
増
改
築
、
そ
の
他
住
民
福

祉
白
向
ょ
に
役
立
っ
て
宰
り
ま

し
た
。

し
か
し
今
尚
本
制
度
に

対
す
る
街
馬
辞
が
充
分
と
は
皐

わ
礼
な
い
の
で

.
F-む
た
め
咋

年
度
の
保
険
料
投
認
率
は
全
4

平
均
よ
り
て
ま
わ
っ

τい
る
現

況
で
あ
り
ま
す
。

思
民
年
金
制
度
四
一
つ
で
あ

る
嘩

Z
.
証
子
、
準
母
子
、

遺

児
等
の
達
中
事
故
に
対
す
る
年

金
は
量
低
そ
の
事
故
白
94生
し

た
月
ま
で
の

一
ヶ
年
閣
は
保
設

知

b 

せ

料
を
納
め
て
い
な
く
て
は
年
童

を
受
給
T
き
な
い

こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
万
が

一
の
事
故
に
対
し
て
は
国
民
年

金
の
保
理
料
は
必
ず
毎
月
か
三

ヶ
月
毎
の
納
扇
隈
〔

一
月
、
四

月
、
ヒ
月
、
十
月
の
各
月
〉
ま

で
完
柄
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で、

事
協
哨
が
日
』
き
て
か
ら
探
検

料
を
納
め
て
も
年
金
を
受
給
で

み
で
ι

ま
ぜ
ん
。

こ
の
よ
う
に
保
険
料
を
未
納

に
し
亡
い
る
場
A
U
革
主
を
受
け

る
こ
と
が
で
L
J
な
い
ば
か
り
で

な
く
年
金
制
度
の
資
金
忌
査
を

受
け
る
町
勢
の
各
商
事
量
に
も

影
響
さ
れ
ま
す
の
で
保
険
料
は

日
常
生
若
の
必
要
経
費
と
し

τ

必
ず
収
入
よ
り
差
し
引
い
て
納

め
る
よ
う
心
告
げ
ら
れ
て
最
善

仇
討
対
叫
バ
刈
叶
け

で

思
わ
れ
ま
す
。

M

E
、
保

告

を

-柄
め

村

る
ζ

と
が
で
き
な
い

河

人
に
は
保
険
料
免
掠

山
町

D
措
置
が
講
ぜ
ら
れ

自

己
れ
ら
白
人
た
ち
に

引
も
将
来
拠
出
制
の
年

の
金
は
切
車
、
途
申
事

時

故

E
対
し
て
も
年
金

制
が
支
給
さ
れ
ま
す
か

は
ら
、
必
ず
免
除
D
手

続
き
を
し
て
下
さ
い

話協議醤z

@
予
防
接
種
等
也
実
施

本
年
度
認
に
二
十
余
名
町
伝
染

病
忠
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

次
に
こ
れ
か
ら
年
末
ま
で
回

大
ま
か
な
予
防
混
同
局
そ
の
他
の

予
定
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

勿
論
、
具
体
的
な
日
時
.
場
所

そ
の
他
は
、
暗
闇
百
別
に
そ
の
都

度
個
人
文
は
、
部
落
町
内
全
長

を
通
，
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
3

巾
児
マ
ヒ
予
防

し

六

月
下
旬

t
七
月
トe

勾

小
児
マ
ヒ
、
ソ
1
ク
ワ
ク
チ

ン
持
種

二
二
勺
持

!
J
u
-

主
と
』
h

-

μ
d
v
a，』

一
i

一-L
a
4

】

戸
、
A
2
d日

月
か
ら
問
広
野
つ
郎
九
r
一一五九、一

も
泊
。

‘
?
¥
，

e

oeノ
フ
テ
リ
ヤ
ピ
伊
血

'，

山間
碕
は
、
来
年
小
学

，h
d
~

校
へ
入
学
す
芯
も
の

~

"一事
業
生
@

3
卜
H

月
上
旬

、

i

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

‘

4
f

‘

(対
克
者
)
希
望
串
也
氏
・4
k
F

¥

種

症

e
-
u
h
b
L

(対
的魚
者
〉

m

g

ゃ
い
旧
民
一

mm
明

n
・4
・1r弥
町
3
.
h
hト

山

-
れ
生

色

~

一同正
春
小
学
校
へ
入
学
す
弘

、
二

(
対
象
者
)

新
規
①
回
自
沼
刀
・

4
・
1

1
U
・
9
・
却
生

⑨
阿

B
U
N
-
m

l

J
D

・3
・HH
生

ヨ
フ
テ
リ
ャ
、
吉
田
せ
き

2

九
月
k
匂

タ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
咳

(
対
象
者
)

O
ジ
フ
.
百
日
の
混
合
は

昭
刊
訂
・

4
・
1
1
沼

・
3
・
到
生
と
、
部

号
の
予
防
権
穐
後
ロ

も
の

、

白
小
学
校
を
卒
業
す
る・一も串

4
十
月
下
旬

事

政
閉
廷
犬
荷
予
静
佳
覆

5
詰
筏
定
酎
検
診

日
十
-
月
上
旬

小
児
マ
ヒ

ソ
l
タ
ヲ

ク
チ
ン
接
種

A

対
曳
者
)

続
出
掛
叫
回
目
昭
門
M
e
m
-
r
-

・
'

l
児
・
3
，
H
生

司
回
呂
田
咽
n
H

・4
-
L

t
n
・9
-
却
生
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民
生
の
安
定
と
平
和
に
献
身

町
勢
の
飛
躍
的
発
展
を
期
す

今
金
町
長

:努事Tア r

vもv
t凡な

品、 ￥

?ι 
'<i 

安

部

義

雄

こ
四
度
三
た
び
立
候
補
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
町
民
寄
位

由
絶
大
な
租
主
持
を
賜
り
ま
し

て
再
選
の
光
栄
に
裕
し
感
激
い

た
し
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
機
会
巴
更
に
決
意

を
新
た
に
し
て
郷
土
今
宣
白
発

展
也
為
め
設
善
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
と
共
に
ー
本
一
町
白
民
生
安

定
と
平
和
白
為
に
献
身
い
た
す

決
心
で
あ
り
ま
す
の
で
.
何
学

今
後
共
倍
旧
の
御
鞭
叫
悼
と
御
協

力
を
お
聴
い
取
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
.

特
に
近
年
打
続
く
虫
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
て
産
業
基
盤
の
発

展
を
い
ち
じ
る
し
く
阻
害
さ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
・
年
恥
北
部

桧
山
白
産
菜
、
径
済
の
中
心
地

と
し
て
白
あ
ら
申
る
遠
投
事
業

も
着
々
と
実
施
さ
れ
て
い
る
現

状
を
見
る
と
き
、
絶
え
聞
な
い

属
遣
を
続
け
る
今
金
町
の
邑
次

き
が
感
じ
ら
れ
‘
町
民
の
暑
さ

ま
と
共
に
詰
力
一
致
、
益
々
!一本

町
田
掻
盛
の
た
め
巴
全
力
を
尽

し
た
い
と
絃
に
軍
司
て
決
意
を

新
た
に
し
お
響
い
す
る
も
白
で

あ
り
ま
す
。

三
た
び
就
径
の
思
議
と
決
意

を
申
上
げ
.
併
せ
て
皆
さ
ま
D

尚

一
層
白
飼
協
力
但
鞭
建
を
特

に
お
願
い
し
ま
し
て
就
任
白
御

撲
出
げ
と
い
た
し
ま
す
@

就

{壬

昭
和
三
十
年
会
主
町
長
に
就

任
以
来
公
私
共
に
何
か
と
町
民

各
位
。
調
記
官
を
賜
り
、
毎
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
町
内
各
経
由

事
業
に
つ
き
ま
し
て
世
々
進
展

を
み
ま
し
た
事
ほ
淘
に
羽
田
愛

に
同
唱
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す

拶

不
偏
不
党
、
公
正
無
私
で
議

会
運
営
に
最
善
尽
す

今
金
町
議
会
議
長

き
る
五
月
十
七
日

由
一一軍
議
会

河

端

で
当
選
就
任
い
た
し
ま
し
た
の

で、

町
民
自
み
な
さ
ん
に
つ
つ

し
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
。

顧
み
ま
す
と
.
わ
た
く
し
は
本

町
議
告
議
員
と
し
ま
し
て
は
き

わ
め
て
そ
由
経
験
の
浅
い
も
白

で
あ
り
ま
す
し
、
護
世

一一井才
で 豊

あ
り
ま
し
て
、
も
と
よ
り
そ
白

器
で
な
い
こ
と
は
よ
く
承
知
い

た
し
て
い
る
白
で
喝
り
ま
す
ョ

し
か
し
な
が
ら
、
町
長
の
か
た

が
た
司
ご
支
提
が
あ
る
と
信
じ

ま
し
て
、
不
び
ん
を
顧
み
ま
せ

ず
、
こ
こ
に
議
長
を
お
引
き
受

け
申
し
上
げ
た
し
だ
い
で
あ
り

ま
す
。本

町
は
発
畏
途
上
に
あ
り
ま

し
て
早
急
に
擁
策
を
必
要
と
す

る
も
む
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

こ
れ
ら
の
諸
問
題
白
解
決
に
徴

カ
を
つ
く
し
た
い
と
決
意
し
て

お
り
ま
す
が
、
よ
り
大
き
な
わ

た
〈
し
自
任
務
は
、
地
方
自
治

申
糟
神
に
白
っ
と
り
下
備
不
党

全
正
気
私
自
立
場
で
町
議
自
運

営
こ
そ
重
大
な一
も
司
と
患
い
議

員
各
位
と
と
も
に
議
会
の
運
富

民
最
善
を
つ
〈
す
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
み
な
さ
七
の
ど

期
待
巴
そ
い
た
い
と
存
じ
て
お
¥

り
ま
す
。

町
畏
自
み
な
さ
ん
司
要
望
を

重
量
諸
軍
と
し
て
そ
の
実
現
を

崩
し
、
み
な
さ
ん
の
福
祉
の
増

進
と
生
活
申
向
上
に
努
力
を
す

る
考
主
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
と
も
一
沼
町
議
会
に

対
し
て
漂
い
と
理
解
と
ご
泡
ア
刀

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
編
い
申
し

上
げ
て
.
就
任
司
ど
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

e 

、、、-.、

!5. 1 7日初議会記 念 写真員
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今ヲ金 町 議会議
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国保だより

い

世
帯
主
圭
疾
病
七
劃
給
付
実
施

従
前
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

白
う
ち
世
帯
主
に
対
し
て
は
結

核
、
精
神
病
白
み
七
割
給
付
、

そ
白
，恨

の
疾
病
に
つ
い
て
は
五

割
給
付
を
実
施
致
し
て
お
り
ま

し
た
が
.
今
金
町
国
民
健
康
保

険
晶
例
百
二
却
を
改
正
L
.
昭

和
三
オ
λ
年
回
月

一
日
よ
り
世

帯
主
に
つ
い
て
は
全
疾
病
七
劃

給
付
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
自
己
負
担
劃
告
は
三
割

と
な
り
ま
す
。

世
帯
主
以
外
白
被
保
略
者
に
つ

い
て
は
従
前
同
僚
‘
全
疾
病
五
・

割
給
付
で
ーあ
り
ま
す
白
で
自
己

負
但
割
合
は
五
割
で
あ
り
ま
す

準
世
帯
(
世
帯
主
が
毘
保
白
被

保
崎
君
で
な
い
世
帯
を
い
号
)

に
対
す
る
七
割
給
付
白
取
扱
い

は
厚
生
省
で
検
討
中
で
あ
り
ま

す
の
で
是
定
町
第
智
通
知
致
し

ま
す。

昭和38年6月15日E第69号〕

被
保
険
者
症
の
更
新

四
月
一
日
音
読
し
て
部
落
町
内

金
星
き
ん
を
経
て
、
各
世
帯
広

新
し
い
被
保
険
者
証
を
交
付
致

し
ま
し
た
の
で
御
了
知
下
さ
い

旧
位
保
険
者
証
は
無
効
で
す
か

ら
役
諮
問
保
係
去
返
還
し
て
下

さ
い
a

被
保
険
者
紅
保
存
袋

被
保
験
者
E
の
適
正
保
存
の
見

地
か
ら
保
存
設
を
無
償
支
給
致

し
ま
し
た
e

被
保
険
者
E
を
大

切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。

被
保
険
者
涯
の
異
動
整
理

出
生
、
死
亡
、
転
入
、
転
出
、

社
会
保
幌
、
共
済
健
削
悼
の
加
入

、
離
脱
等
に
よ
り
被
保
険
者
の

異
動
が
生
じ
た
場
合
速
か
に
被

m
h
障
者
旺
と
印
鑑
持
書
り
う
え

国
保
係
&
倒
届
け
下
さ
い
。

保
険
税
完
納

健
康
家
蝿
並
に、

記
念
品
溜
墨

昭
和
三
十
二
年
国
保
事
業
開
始

い
ら
い
、
三

i
七
年
度
ま
で
に

五
ヶ
年
以
ト
医
法
給
付
を
受
け

な
い
で
健
康
な
御
家
庭
と
並
に

五
ヶ
年
以
上
保
品
問
視
を
納
期
内

に
完
納
さ
仏
た
万
に
対
し
て
記

念
品
工
を
由
る
ζ

と
に
な
っ
て
一
括

り
ま
す
。

近
く
喜
怒
当
宥
宛

ι旬
連
絡
致

し
ま
す
か
ら
記
企
品
聖
領
に
街

出
で
下
さ
い
e

な
お
、
健
康
家

庭
は
次
の
と
お
り
で
す
。

英

利

荷

棟

方

や

よ

久
保
田
正

-

H

八
重
樫
三
郎

三
沢
音
次
郎

原

田

正

勝

難
波

平
鶴

一時金

と
み

日

進

昭
和
町

南

町

国
保運

営
委
員
が

き
ま
り
ま
し
た

国
一一民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
は
‘
町
の
国
民
健
康
保
険
業

著
由
運
営
の
詫
間
に
あ
た
る
重

要
な
役
自
で
、
今
度
新
た
に
次

白
方
が
委
員
ー
と
し
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
.

守
被
保
険
者
代
表

吉

田

一

辰

雄

梅

本

広

治

小

岩

朔

衛

梓

磁

次

郎

守
保
険
医
、
葉
剤
師
代
表

富

田

守

庄

田

胤

辻岩

間

マ
企
益
代
表

長

谷

川

敬

一

加

藤

五

郎

村

本

光

夫

諾
戸
忠
左
折
門

今
年
度
の
国
‘
道
関
係
が
今

金
町
で
行
う
事
業
が
、
次
の
よ

う
に
き
ま
り
ま
し

t
e
開
発
馬

関
係
は
二
億
三
百
万
円
、
土
木

現
業
所
関
係
は
四
億
干
二
百
五

十
万
円
、
宮
林
局
関
係
は
二
千

百
万
円
‘
遭
守
治
山
治
水
事
業

は
一
億
七
百
九
十
九
万
円
で、

そ
の
ム
ロ
計
額
は
七
億
四
干
四
百

四
十
九
万
円
の
大
き
な
額
に
な

り
ま
す
。

こ
白
費
用
は
一
切
町

控
を
要
し
な
い
で
.
令
部
思
や

道
で
行
う
事
業

で
す
@

今
後
も
こ
の
種

事
業
の
事
人
に

・

可
で
は

-
生
懸

命
努
力
致
し
ま

す
の
で
、
町
民

皆
さ
ん
の
御
協

力
を
お
額
い
い

た
し
ま
す
。

O
開
発
局
関
係

四
百
五
十
九
万
円

一
億
七
百
九
十
九
万
円

:

合

計

七
億
四
千
四
百

総

額

七

億

四

千

四

百

万

円

に

車

九

万

円

但
し
治
山
関

係
を
除
い
て
本

年
度
函
館
路
建

今

年

由
国

費

・

道

費

回

開

発

事

業

及
び
函
館
土
木

白
総
事
業
量
五

十
億
円
余
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
管
下
三

十
ケ
町
村
の
平
均
劃
と
し
て
も

一
町
村
当
り
一
億
七
平
万
円
巴

比
し
本
町
は
そ
の
コ
倍
位
相
当

す
る
事
業
量
で
あ
り
ま
す
。

今
後
続
い
て
日
進
外
各
地
区

よ
り
要
望
の
懸
案
穫
業
白
増
加

達
成
に
は
町
民
と
共
に

一
段
白

努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す。

今
金
1
丹
羽
間
遭
路
改
良

三
千
六
百
万
円

利
別
川
河
川
改
修

一
億
四
百
万
円

白
石

l
む
じ
な
た
い
間
開
拓

道
路

二
千
万
円

(
継
続
白
予
定
)

奥
種
川
開
拓
道
路

崇 翠富 因

計

四
干
=
百
万
円

二
億
三
百
万
円

O
土
木
現
業
所
関
係

中
里
地
区
道
路
改
良七

干
万
円

金
原
川
継
続
改
修
一
億
円

住
吉
橋
永
久
揖
探
普
(
継
続

四
干
万
円

オ
チ
ヤ
ラ
ツ
ベ
川
改
修
〔
W

=
平
方
円

美
利
河
橋
永
久
橋
架
替

(
ニ

九
百
万
円

穏
恕
橘
永
久
橋
架
筈
(

H

)

二
干
万
円

鈴
金
橋
架
替
六
百
万
円

都
市
計
画
街
路
工
事
(
継
続

千
五
百
万
円

オ
チ
ヤ
ラ
ツ
ペ
川
外
十
三
件

虫
害
復
旧

一
億
三
千
二
百
五
十
万
円

計

四

億

千
二
百
五
十
万
円

O
営
林
局
関
係

利
別
川
上
流
出
水
事
業

二
千
一
g
刀
丹

O
道
序
治
山
治
木
事
業

中
里
地
区
E
ケ
所

五
千
四
十
万
円

八
東
地
区
馬
場
川
町
有
林

五
干
三
百
万
円

針

ヱでな・
x

， 

‘ 

、

‘ 


	名称未設定

